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このページの花はケシです。CtHy は「薬」や「遠い人」と訳せますので、

これも解読の閾を高くする目的でしょう。

fbada nadafbab fadaum saadar dafdaum badaum fdaum nadafbadaum dafdaumsb
良い約束で、豊かでない勢力は遠い家に集まった。幾らかの農地は豊かな家で
軒並み良い家だったが、変革の無い家は豊かな家の国だった。

bdaumqdaum aatdaum nadaqaaaid saumb dafaadaum sand badaum nadafdar ar
人の家は小さい家だが家を増やし、自立的で無いが助けを子供達にした。
長期の家の国土は、軒並み豊かでない農地に指示した。

fdaum daqaadar bafab dafdaum sand fab fab
良い家は自立的な農地であり、はじめは豊かな家の国土だったが、
次々と遠い人になった。

bdaqaumdas baand badar badardasb baqb bada bqaab dapaadas dapb
人の自立希望で出入りが連帯し、次々と軒並み成長した。
地域毎の約束は新しく、沢山の出入で大勢になった。

daaid badar fab paand bqaadar dafaab nadafb bfaatdar faaid
少しの助けは軒並み遠い人だった。離れてはいるが新しい農地には長期間争いが
無かった。永くない農地は遠くから助けた。

fdaum sair bfand sdaum b qaaaid dafb qttb dafaadaum bfand sb
良い家の日光は新しいが、拡散した人は少ない助けで支配され小さな国になった。
長期の家は新しいが国になった。

daq bfaaand fadaum sb aatdaum daumdaumb
自立して永かったが遠い家の国では家を追加し、次々と家と人になった。
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fbatdasb faand dasand badaum batb fab bfdasa daum
フバツトダ国は遠いが争い、軒並み変化した。
遠い人の新しい出入りが大きい家であった。

sbadar fattk umdaumqtttk qab aafab umda
古い農地では遠い約束は色々家を小くする約束であり、地震で合流し小さくなった。

umbada nadaqaab fbab paand faaum qaum
色々悪く、自立心の無い良い領土は離れて、遠い希望は少ない希望になった。

daqaum aadaum aadaum aadaqb daqand fab dafaum
自立希望の所有家は、所有家が幾らか支配されて成立したが、
遠い人は豊かな希望だった。

baatb ftdaum aaand aafab fada fadaum
纏めた国は足元の家として静かになった。合流して終いには良い家になった。

umaadar badar sairum
色々な所有農地は成長し、日差しも色々であった。

(ご参考)

or (dar) は農地など、役立つ土地。人が手入れした土地。

ar (ar) は一般的な土地。自然な地面。


